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SFR 向けのプラント動特性解析プログラム[1]に、ナトリウムプレナムとナトリウム沸騰挙動を考慮して核

特性計算へフィードバックする機能を追加する手法を開発している。本報告では、この手法とこれを適用

したプラント動特性解析プログラムにより MA 均質装荷炉心の ULOF 解析を行い、ナトリウムプレナムの

有効性を確認した結果を報告する。    *ULOF：スクラム失敗流量喪失事故 
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1. 緒言 

これまで、炉心上部へのナトリウム(Na)プレナム設置と内部ブランケット配置最適化等によって、MA 核

変換量増大とボイド反応度低減を両立する MA 均質装荷炉心概念[2]が検討されてきた。この炉心安全性を

評価するために、ナトリウムプレナムとナトリウム沸騰モデルを検討し、プラント動特性解析コードに適

用している。本報告では、プラント動特性解析コードにより MA 均質装荷炉心の ULOF 解析を行い、ナト

リウムプレナムの有効性を確認した結果を報告する。 

2. 検討結果 
解析に用いる炉心領域は、集合体の本数、出口温度、 

発熱量を考慮し、内側炉心を 6 領域、外側領域を 4 領 

域に分割した。本炉心を対象に ULOF 解析(半減時間： 

6.5 秒)を行った。 

炉心の主要な仕様を表 1 に示す。各炉心領域の発熱 

部出口の冷却材温度変化を図 1、反応度の変化を図 2 

に示す。図 1 より、炉心の沸騰開始は 17.3 秒となった。 

図 2 より、全反応度は沸騰開始前(17.3 秒)までは正と 

なっているが、沸騰開始後はボイド反応度が負となる 

ことにより全反応度は負となった。 

      表 1 主要仕様・核特性             図 1 発熱部出口の冷却材温度変化 
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              図 2 反応度 
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項目 単位 値 

出力（電気/熱） MW 750/1765 

運転サイクル長 月 19.8 

バッチ数 ― 6 

炉心高さ（内側/外側） cm 60/90 

ブランケット高さ（内部/下部軸方向） cm 20/13 

取出平均燃焼度（炉心/全体） GWd/t 153/95 

炉心燃料 MA 含有率 wt% 11.0 

最大線出力 W/cm 367 

ボイド反応度（実効的） $ 3.9（＜-0.01）

MA 核変換量 kg/GWe/年 212 

増殖比 ― 1.03 

燃料ピンバンドル部圧損 MPa 0.1 以下

燃料被覆管最高温度 ℃ 699 

CDF ― 0.35 以下
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沸騰開始：17.3s
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